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Thursday 14 July 2022,19:00 TOPPAN HALL
19:00開演 トッパンホール

全席指定5,000円／学生2,500円
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トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。
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2022.3 Ⅰ

登場します。

　提案されたプログラムは、シュニトケ、ストラヴィンス

キー、ショスタコーヴィチというロシア物にシューベルトのソ

ナタが加わるというもの。あたかも、トッパンホールの嗜好を

熟知しているかのようです。

　一見快活なようでありながら、深奥の翳が拭いきれない複雑

な世界を内包したシュニトケ。溢れ出る才をそのまま音化した

かのような、天才ぶりが美しくもまぶしいシューベルト。そし

て、ソヴィエト連邦時代を辛酸をなめつつ生き抜いたショスタ

コーヴィチ。オイストラフ60歳の誕生祝いとして作曲された

ものの、祝祭感は微塵もなく、ショスタコーヴィチ最晩年の境

地と体験が極限まで凝縮されたかのような哲学的ソナタは必聴

です。

　華があるというだけでは成立しないディープな室内楽の世界

に、果たして辻と阪田はどう挑んでくるのか。注目の公演に、

いやが上にも期待が高まります。

阪田知樹
piano

  彩奈violin

　コロナ禍で海外在住アーティストの大半が来日できない中、

国内オーケストラ公演のソリスト枠を多数引き受け、八面六臂

の活躍を続けているのがヴァイオリニストの辻彩奈。トッパン

ホールで2021年12月に予定されていたキリル・ゲルシュタイ

ン＆藤田真央公演においても、来日中止となったピアノのゲル

シュタインに代わって辻が出演。チェロの佐藤晴真とともにピ

アノ・トリオを組み、ラヴェル、チャイコフスキーを演奏、乗

りに乗った勢いをホールいっぱいに放散しました。

　ピアニストの阪田知樹も同じく、国内オーケストラのソリス

ト代役をはじめ、リサイタル、室内楽、さらには現代音楽の分

野にまで、幅広く活動の場を展開。コロナ禍を自身の飛躍の

チャンスへと転換し、一気にその才能を開花させた感がありま

す。阪田にとっては、2011年のピエール＝ロラン・エマール

公開マスタークラスに出演して以来となるトッパンホールで

す。未曽有の災禍をバネに、見事にスターダムにのし上がった

辻と阪田の2人は今回、デュオを組んでトッパンのステージに
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